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４．議題【非公開部】 

１．2021 年度課題評価結果（案）報告 

２．2022 年度以降の研究開発の推進と社会実装 

(1) 研究開発計画の骨子(案) 

(2) 東京臨海部実証実験を通じた交通環境情報提供環境の構築 

(3) 信号情報提供環境の構築 

(4) 協調型自動運転のユースケースを実現する通信方式のロードマップ 

３．SIP 自動運転の今後の予定 

(1) 全体スケジュール 

(2) SIP 第 2 期自動運転の成果発信 

(3) RoAD to the L4 への引継ぎ 

(4) 次期 SIP の進捗状況 

 

５．配布資料 

推委 17-１   2021 年度課題評価結果（案）        【非公開資料】 

推委 17-２-１   研究開発計画の骨子(案)      【非公開資料】 

推委 17-２-２   東京臨海部実証実験を通じた交通環境情報提供環境の構築  【公開資料】 

推委 17-２-３   信号情報提供環境の構築      【非公開資料】 

推委 17-２-４   協調型自動運転のユースケースを実現する通信方式のロードマップ 

【公開資料】 

推委 17-３-１   全体スケジュール         【非公開資料】 

推委 17-３-２   SIP 第 2 期自動運転の成果報告          【非公開資料】 



推委 17-３-３   RoAD to the L4 への引継ぎ       【非公開資料】 

推委 17-３-４   次期 SIP の進捗状況        【非公開資料】 

参考資料１   SIP 自動運転 2021 年度～2022 年度施策一覧        【公開資料】 

参考資料２  推進委員会等名簿          【公開資料】 

参考資料３  開催スケジュール        【非公開資料】 

 

６．議事概要 

【非公開部】 

１．2021 年度課題評価結果（案）報告 

 推委 17-１に基づき、内閣府から、「自動運転(システムとサービスの拡張)」の評価結果と主な評

価意見について説明がなされた。 

 

２．2022 年度以降の研究開発の推進と社会実装 

(1) 研究開発計画の骨子(案) 

 推委 17-2-１に基づき、内閣府から、2022 年度は最終年度として成果の刈り取りと SIP 終了後を

見据えた活動を実施すべく、ガバニングボードからの指摘事項に対する取組方針が示され、2022

年度研究開発計画の内容改定の方向性について説明がなされた。 

(2) 東京臨海部実証実験を通じた交通環境情報提供環境の構築 

 推委 17-2-2 に基づき、V2N による情報利活用の課題に対する 2021 年度の取組が示され、2022 年

度は、実証実験収集データの分析とまとめを行うほか、車線別交通情報の精度向上を目指し

た追加の実証実験などを実施予定であることについて、説明がなされた。 

(3) 信号情報提供環境の構築 

 推委 17-2-3 に基づき、警察庁から、2022年度に実施するクラウド等を活用した信号情報提供に関

する研究開発の検証項目と構築するシステムについて、説明がなされた。 

(4) 協調型自動運転のユースケースを実現する通信方式のロードマップ 

 推委 17-2-4 に基づき、協調型自動運転通信方式検討 TF の活動概要と成果が示され、協調型自動

運転ユースケースを作成・公開し通信要件を策定したこと、各通信要件を踏まえた新たな通信方

式の必要性を明確化したことなどから、本 TFは目的を達成したため３月で終了することの説明が

なされた。 

 

３．SIP 自動運転の今後の予定 

(1) 全体スケジュール 

 推委 17-3-1 に基づき、内閣府から、課題評価日程(案)と社会的受容性の醸成に関するイベントに

ついて、2022年度計画の説明がなされた。 

(2) SIP 第 2 期自動運転の成果発信 



 推委 17-3-2 に基づき、内閣府から、今後の研究開発での SIP 自動運転の成果活用を促進させるこ

とや、SIP自動運転の成果を国内外の研究者や研究機関へアピールすること等を目的とした、最終

成果報告書の発行について説明がなされた。 

(3) RoAD to the L4 への引継ぎ 

 推委 17-3-3 に基づき、内閣府から、SIP自動運転の活動資産を SIP 第 2期終了後も活かすべく、

RoAD to the L4 への引継ぎを図ることの説明がなされた。 

(4) 次期 SIP の進捗状況 

 推委 17-3-4 に基づき、内閣府から、次期 SIP では 15 個の課題候補を決定し、モビリティ関連で

は「スマートモビリティプラットフォームの構築」があること、各課題候補に対して RFI が実施

されたことの説明がなされた。 


